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1. 授業の概要（ねらい）
本授業では、民俗学を通じて伝統文化に関する知識を理解した上で、近現代の日本文化、伝統文化、日本文化の思想に
関する専門的知識を修得し、理解できることをねらいとする。

この授業では、日本民俗学の学問の成り立ちと多様な民俗資料の広がり、及び調査方法を学ぶ。
民俗学は私たちが生活をするなかで、行為として行ない、知識として保有し、観念として保持している事象を調査し、分析す
る学問である。
私たちの身近にある、もしくはかつて身近にあった事象を具体的に理解するため、後期では、帝京大学が所在する八王子
市由木地区の民俗資料について講義する。

2. 授業の到達目標
①民俗学が対象とする資料について説明できる。（知識・理解）
②帝京大学が立地する地域（八王子市由木地区）の民俗について関心を持ち、考える態度を持つ。（関心・意欲・態度）
③民俗資料について自らの興味に引きつけて、意見を述べることができる（思考・判断）

3. 成績評価の方法および基準
(1)リアクションペーパー（到達目標②）　 　 20％　（関心・意欲・態度）
(2)課題レポート（到達目標③）　　　　　　 30％　（思考・判断）
(3)筆記試験（到達目標①③） 　　 50％　（知識・理解・思考・判断）

4. 教科書・参考文献
参考文献
福田アジオ・宮田登編　日本民俗学概論　吉川弘文館
福田アジオ　日本の民俗学　「野」の学問の二〇〇　吉川弘文館
井之口章次　民俗学の方法　講談社
福田アジオ・古家信平・上野和男・倉石忠彦・高桑守史　図説　日本民俗学　吉川弘文館
市川秀之・中野紀和・篠原徹・常光徹・福田アジオ　はじめて学ぶ民俗学　ミネルヴァ書房
八王子市市史編集専門部会民俗部会　新八王子市史民俗調査報告書　第２集　八王子市東部地域　由木の民俗　
八王子市総合政策部市史編さん室

5. 準備学修の内容
以下のような準備学習課題を課します。
・事前に参考書に示した概説書などを読み、講義内容の理解を深める。
・『日本民俗大辞典』を活用して、用語について確認する。
・『新八王子市史民俗調査報告書　第２集　八王子市東部地域　由木の民俗』を活用して、大塚の民俗を確認する。
・フィールドワーク後に課題レポートを提出する。

6. その他履修上の注意事項
オンライン授業として、絹の道資料館の見学を予定している。

7. 授業内容
【第１回】 民俗学とは？—民俗学のはじまり—
【第２回】 民俗資料を学ぶ①
【第３回】 民俗資料を学ぶ②
【第４回】 民俗資料を学ぶ③
【第５回】 八王子市由木地区の民俗①　文献資料から読み解く由木地区の民俗　
【第６回】 八王子市由木地区の民俗②　遣水・大塚の社会組織
【第７回】 八王子市由木地区の民俗③　農業と養蚕
【第８回】 八王子市由木地区の民俗④　小泉家屋敷の住まいと周辺環境
【第９回】 八王子市由木地区の民俗⑤　年中行事
【第10回】 八王子市由木地区の民俗⑥　人生儀礼
【第11回】 八王子市由木地区の民俗⑦　民間信仰
【第12回】 八王子市由木地区の民俗⑧　民俗芸能　
【第13回】 八王子市由木地区の民俗⑨　口承文芸
【第14回】 まとめと筆記試験
【第15回】 【オンライン】絹の道資料館の見学

※配信時期は講義内で説明する


